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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ信号を出力するビデオ信号出力装置に設けられたビデオ信号出力用の端子に接続
され、表示部を有さず、前記ビデオ信号出力用の端子から出力されたビデオ信号を無線通
信で送信する第１無線通信装置と、
　前記ビデオ信号に基づいた画像を表示する画像表示装置に設けられたビデオ信号入力用
の端子に接続され、表示部を有さず、前記第１無線通信装置によって送信されたビデオ信
号を前記ビデオ信号入力用の端子に入力させる少なくとも１つの第２無線通信装置と、を
備えた無線通信システムにおいて、
　前記第１および第２無線通信装置は、第１および第２発光部をそれぞれ有し、
　前記第２無線通信装置は、
　前記第２無線通信装置固有の発光状態で前記第２発光部を発光させる発光制御部を有し
、
　前記第１無線通信装置は、
　前記第２無線通信装置と前記発光状態とを対応させて記憶する発光状態記憶部と、
　前記発光状態記憶部に記憶された発光状態で前記第１発光部を一定時間間隔で順次発光
させる発光制御部と、
　選択ボタンと、
　前記選択ボタンが押下されたときの前記第１発光部の発光状態と同一な発光状態に前記
発光状態記憶部で対応付けられている第２無線通信装置との間でペアリングを行うペアリ



(2) JP 6040541 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

ング部と、を有することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　前記第２無線通信装置は、
　前記第２発光部の発光状態を決定する発光状態決定部と、
　前記発光状態決定部によって決定された発光状態を表す発光状態情報を送信する発光状
態情報送信部と、を有し、
　前記第１無線通信装置は、
　前記第２無線通信装置から送信された発光状態情報に基づいて、前記第２無線通信装置
に対応する発光状態を前記発光状態記憶部に登録する発光状態登録部を有することを特徴
とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記発光状態決定部は、操作部を有し、前記操作部によって選択された発光状態を前記
第２発光部の発光状態として決定することを特徴とする請求項２に記載の無線通信システ
ム。
【請求項４】
　前記発光状態決定部は、他の第２無線通信装置によって送信された発光状態情報に基づ
いて、前記他の第２無線通信装置とは異なる発光状態を前記第２発光部の発光状態として
決定することを特徴とする請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記発光状態情報送信部は、ビーコンフレームで前記発光状態情報を送信することを特
徴とする請求項２乃至請求項４の何れかに記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記発光状態登録部は、前記ビーコンフレームから前記発光状態情報を取得することを
特徴とする請求項５に記載の無線通信システム。
【請求項７】
　前記発光状態は、発光色を表すことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記
載の無線通信システム。
【請求項８】
　前記発光状態は、発光数を表すことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記
載の無線通信システム。
【請求項９】
　ビデオ信号を出力するビデオ信号出力装置に設けられたビデオ信号出力用の端子に接続
され、表示部を有さず、前記ビデオ信号出力用の端子から出力されたビデオ信号を無線通
信で送信する第１無線通信装置と、
　前記ビデオ信号に基づいた画像を表示する画像表示装置に設けられたビデオ信号入力用
の端子に接続され、表示部を有さず、前記第１無線通信装置によって送信されたビデオ信
号を前記ビデオ信号入力用の端子に入力させる少なくとも１つの第２無線通信装置と、を
備えた無線通信システムを用いた無線通信方法において、
　前記第２無線通信装置が、前記第２無線通信装置固有の発光状態で第２発光部を発光さ
せる第１発光制御ステップと、
　前記第１無線通信装置が、前記第２無線通信装置と前記発光状態とを対応させて記憶す
る発光状態記憶部に記憶された発光状態で第１発光部を一定時間間隔で順次発光させる第
２発光制御ステップと、
　前記第１無線通信装置が、前記第１無線通信装置に設けられた選択ボタンが押下された
ときの前記第１発光部の発光状態と同一な発光状態に前記発光状態記憶部で対応付けられ
ている第２無線通信装置との間でペアリングを行うペアリングステップと、を含む無線通
信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、無線通信システムに関し、特に、ビデオ信号を出力するビデオ信号出力装置
と、ビデオ信号に基づいた画像を表示する画像表示装置との間で無線通信を行う無線通信
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ホストＰＣ（Personal Computer）に取り込んだプレゼンテーションデータや動
画データを無線通信を利用してプロジェクタ装置に送信し、スクリーンに映写して、プレ
ゼンテーションを行ったり、居間をホームシアター化したりすることが盛んになっている
。
【０００３】
　また、近距離無線通信においては、ホストＰＣやＡＶ（Audio Visual）機器間で、高品
質な映像や音の通信や大量なデータのやりとりが実現できるワイヤレスＵＳＢ（Universa
l Serial Bus）といった規格がある。
【０００４】
　このワイヤレスＵＳＢには、無線通信方式として、ＷｉＭｅｄｉａ　Ａｌｌｉａｎｃｅ
が推進するＵＷＢ（Ultra Wideband）方式が採用されている。ＵＷＢは、低消費電力であ
りながら、現在普及しているＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇをはるかに上回る高速通信
を実現することを可能にしている。
【０００５】
　さらに、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇでは、その普及に伴って、電波の混雑が問題
になってきているが、ＵＷＢでは３．１～１０．６ＧＨｚ帯域を用いて通信が行われるた
め、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇの通信の影響を受けることなく、安定した伝送速度
で通信を行わせることができる。このような理由により、ホストＰＣ等のビデオ信号出力
装置と、プロジェクタ等の画像表示装置との間において、ＵＷＢ方式で無線通信を行うこ
とが注目されている。
【０００６】
　しかし、一般的に、ホストＰＣやプロジェクタは、ＵＷＢ方式の無線通信に準拠してい
ないため、ホストＰＣとプロジェクタとの間でＵＷＢ方式の無線通信を行うためには、Ｕ
ＷＢ方式の無線通信装置をホストＰＣとプロジェクタとにそれぞれ設ける必要がある。
【０００７】
　また、ホストＰＣ側のＵＷＢ方式の無線通信装置と、プロジェクタ側のＵＷＢ方式の無
線通信装置とは、ペアで販売されている場合が多く、２つの無線通信装置は、出荷時に相
互に機器登録すなわちペアリングが完了している。そのため、ユーザは、ペアリングの設
定を行うことなく、無線通信装置を設置した後、すぐに、ホストＰＣからプロジェクタに
ビデオ信号を送信し、スクリーンに画面を表示させることができる。
【０００８】
　しかし、このようにペアリングが完了している無線通信装置は、限られた１台のプロジ
ェクタに用いる場合には非常に便利だが、他のプロジェクタに用いる場合や複数のプロジ
ェクタがある場合には、無線通信装置を設置し直したり、ペアリングをやり直したりしな
くてはならない。
【０００９】
　このペアリングの方法は、ＵＳＢ　ＩＦ（USB Implemental Forum）によって策定され
たCertifed Wireless USB規格においては、ケーブル式（Cable Association Model）と、
数値式（Numeric Association Model）との２つが規格化されている。
【００１０】
　ケーブル式は、無線接続を行う前に、無線通信装置間を直接にケーブルで接続しなけれ
ばならず利便性に欠ける。一方、数値式は、各無線通信装置に表示される数字が一致する
のを確認して接続ボタンを押させる仕組みであるため、無線通信装置に数字を表示するた
めに表示部が設けられていなければならない。
【００１１】



(4) JP 6040541 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

　また、ケーブル式および数値式の他にも、数値を直接入力したり、２つの数値式を同時
に１つのホストＰＣに設置してペアリングを行う方式もある。いずれの方式も、ケーブル
、表示部またはキーボード等を無線通信装置に設ける必要があったり、ホストＰＣに専用
のソフトがインストールされている必要があるために、多大な手間やコストがかかる。
【００１２】
　さらに、ホストＰＣからＶＧＡ（Video Graphics Array）端子を介してビデオ信号をＵ
ＷＢ方式の無線通信装置に入力、または、ＵＷＢ方式の無線通信装置からビデオ信号をＶ
ＧＡ端子を介してプロジェクタに入力する場合には、ペアリングを行うために、ＵＷＢ方
式の無線通信装置に表示装置を設置したり、ホストＰＣにインストールされた専用のソフ
トで設定するためのＵＳＢドングルを設置したりしなければならないため、非常にコスト
がかかる。
【００１３】
　例えば、従来の無線通信システムとしては、無線プロジェクタがスクリーンに対して無
線プロジェクタ情報表示画面を投射し、その無線プロジェクタ情報表示画面がスクリーン
上に表示されている期間に撮像装置の選択ボタンが押下されたときに、無線プロジェクタ
と撮像装置との間の接続を確立することにより、誤接続を低減するものがある（例えば、
特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、このような従来の無線通信システムは、無線通信装置が内蔵されている
プロジェクタ装置が必要であり、無線プロジェクタ情報表示画面を投射するための専用の
ソフトウェアをプロジェクタ装置にインストールしておく必要があるため、コストがかか
るといった課題があった。
【００１５】
　本発明は、このような従来の課題を解決するためになされたもので、ビデオ信号を出力
するビデオ信号出力装置に接続された無線通信装置と、ビデオ信号に基づいた画像を表示
する画像表示装置に接続された無線通信装置とのペアリングを低コストで容易に行わせる
ことができる無線通信システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の無線通信システムは、ビデオ信号を出力するビデオ信号出力装置に設けられた
ビデオ信号出力用の端子に接続され、表示部を有さず、前記ビデオ信号出力用の端子から
出力されたビデオ信号を無線通信で送信する第１無線通信装置と、前記ビデオ信号に基づ
いた画像を表示する画像表示装置に設けられたビデオ信号入力用の端子に接続され、表示
部を有さず、前記第１無線通信装置によって送信されたビデオ信号を前記ビデオ信号入力
用の端子に入力させる少なくとも１つの第２無線通信装置と、を備えた無線通信システム
において、前記第１および第２無線通信装置は、第１および第２発光部をそれぞれ有し、
前記第２無線通信装置は、前記第２無線通信装置固有の発光状態で前記第２発光部を発光
させる発光制御部を有し、前記第１無線通信装置は、前記第２無線通信装置と前記発光状
態とを対応させて記憶する発光状態記憶部と、前記発光状態記憶部に記憶された発光状態
で前記第１発光部を一定時間間隔で順次発光させる発光制御部と、選択ボタンと、前記選
択ボタンが押下されたときの前記第１発光部の発光状態と同一な発光状態に前記発光状態
記憶部で対応付けられている第２無線通信装置との間でペアリングを行うペアリング部と
、を有するように構成されている。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、ビデオ信号を出力するビデオ信号出力装置に接続された無線通信装置と、ビ
デオ信号に基づいた画像を表示する画像表示装置に接続された無線通信装置とのペアリン
グを低コストで容易に行わせることができる無線通信システムを提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る第１無線通信装置を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る第２無線通信装置を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る第１無線通信装置のペアリング動作を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る第２無線通信装置のペアリング動作を示すフロ
ーチャートである。
【図６】本発明の実施の形態に係る第１および第２無線通信装置の他の態様を示す外観図
である。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る第１無線通信装置を示すブロック図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る第２無線通信装置を示すブロック図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る第１無線通信装置のペアリング動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る第２無線通信装置のペアリング動作を示すフ
ローチャートである。
【図１１】本発明の第３の実施の形態に係る第２無線通信装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００２０】
　（第１の実施の形態）
　図１に示すように、本発明の第１の実施の形態に係る無線通信システム１は、ビデオ信
号を出力するビデオ信号出力装置としてのホストＰＣ１０と、ホストＰＣ１０に設けられ
たビデオ信号出力用の端子に接続された第１無線通信装置１１と、ビデオ信号に基づいた
画像を表示する画像表示装置としてのプロジェクタ１２ａ、１２ｂと、プロジェクタ１２
ａ、１２ｂに設けられたビデオ信号入力用の端子にそれぞれ接続された第２無線通信装置
１３ａ、１３ｂとを備えている。
【００２１】
　なお、図１において、２つのプロジェクタ１２ａ、１２ｂと、２つの第２無線通信装置
１３ａ、１３ｂが図示されているが、本発明に係る無線通信システムを構成するプロジェ
クタおよび第２無線通信装置の数を限定するものではない。
【００２２】
　また、プロジェクタ１２ａ、１２ｂを総称して、以下「プロジェクタ１２」と記載し、
第２無線通信装置１３ａ、１３ｂを総称して、以下「第２無線通信装置１３」と記載する
。
【００２３】
　本実施の形態において、ホストＰＣ１０は、一般的なパーソナルコンピュータによって
構成され、ビデオ信号出力用の端子として、ＶＧＡ端子を有している。第１無線通信装置
１１は、ＶＧＡケーブルを介してホストＰＣ１０のＶＧＡ端子に接続されている。
【００２４】
　また、プロジェクタ１２は、一般的なプロジェクタによって構成され、ビデオ信号入力
用の端子として、ＶＧＡ端子を有している。第２無線通信装置１３は、ＶＧＡケーブルを
介してプロジェクタ１２のＶＧＡ端子に接続されている。
【００２５】
　第１無線通信装置１１は、表示部を有さず、無線通信を行うためのアンテナ２０と、選
択ボタン２１と、互いに異なる色で発光する複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）によ
って構成された第１発光部２２とを有している。第２無線通信装置１３は、表示部を有さ
ず、無線通信を行うためのアンテナ３０と、互いに異なる色で発光する複数のＬＥＤによ
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って構成された第２発光部３１とを有している。
【００２６】
　図２に示すように、第１無線通信装置１１は、アンテナ２０と、選択ボタン２１と、第
１発光部２２と、ＶＧＡ端子２３とに加えて、アンテナ２０を介した無線通信を行う無線
通信部２４と、第２無線通信装置１３と発光状態との対応関係を記憶する発光状態記憶部
２５と、発光状態記憶部２５に記憶された発光状態で第１発光部２２を一定時間間隔で順
次発光させる発光制御部２６と、第２無線通信装置１３との間でペアリングを行うペアリ
ング部２７とを備えている。
【００２７】
　無線通信部２４は、ＵＷＢ方式を採用したワイヤレスＵＳＢ規格に準拠した無線通信モ
ジュールおよびＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、例えば、ＶＧＡ端子２３から入
力されたビデオ信号を含むベースバンド信号を高周波信号にアップコンバートし、アンテ
ナ２０を介して送信するようになっている。
【００２８】
　発光状態記憶部２５は、フラッシュメモリ等の不揮発性の記憶媒体によって構成されて
いる。発光状態記憶部２５には、第２無線通信装置１３と発光状態との対応関係が記憶さ
れる。ここで、ワイヤレスＵＳＢ規格では、ペアリングを行うために、コネクション・コ
ンテキスト（ＣＣ）と呼ばれる情報をホストとデバイスとで予め同一に定めておく必要が
ある。本実施の形態においては、第１無線通信装置１１がホストに該当し、第２無線通信
装置１３がデバイスに該当する。
【００２９】
　ここで、ＣＣは、ホスト固有のＣＨＩＤ（Connection Host ID）、デバイス固有のＣＤ
ＩＤ（Connection Device ID）およびＣＫ（Connection Key）からなる。本実施の形態に
おいて、発光状態記憶部２５には、第２無線通信装置１３との間で定めれたＣＣと、第２
発光部３１の発光状態とが対応付けられて記憶されている。また、発光状態は、発光色を
表すこととする。
【００３０】
　発光制御部２６は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロセッサによって構成
され、発光状態記憶部２５に記憶されたＣＣのなかで、起動されている第２無線通信装置
１３との間で定められたＣＣに対応付けられている発光色で、第１発光部２２を一定時間
間隔（例えば、１秒間隔）で順次発光させるようになっている。
【００３１】
　ＷｉＭｅｄｉａ　Ａｌｌｉａｎｃｅによって規格化されているＭＡＣ　Ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃａｔｉｏｎでは、ビーコンフレームが規格化されている（非特許文献１参照）。この規
格において、各無線通信装置は、各スーパーフレームの先頭でビーコンフレームを送信し
なければならない。発光制御部２６は、ビーコンフレームに含まれるＣＤＩＤに基づいて
、起動されている第２無線通信装置１３を特定するようになっている。
【００３２】
　例えば、発光制御部２６は、起動されている第２無線通信装置１３ａ、１３ｂとの間で
定められたＣＣに発光状態記憶部２５で対応付けられている発光色がそれぞれ赤色および
青色である場合には、第１発光部２２を一定時間間隔で赤色と青色とに順次繰り返して発
光させるようになっている。
【００３３】
　ペアリング部２７は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、選択ボタン２１が押下
されたときに第１発光部２２の発光色を発光制御部２６から取得し、取得した発光色と同
一な発光色に発光状態記憶部２５で対応付けられているＣＣを取得するようになっている
。
【００３４】
　また、ペアリング部２７は、取得したＣＣに含まれるＣＨＩＤ、ＣＤＩＤおよびＣＫに
基づいて、ＣＤＩＤが割り当てられた第２無線通信装置１３との間で無線通信部２４を介
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してＣＫを照合することでＣＣを共有することにより、ペアリングを行うようになってい
る。
【００３５】
　図３に示すように、第２無線通信装置１３は、アンテナ３０と、第２発光部３１と、Ｖ
ＧＡ端子３２とに加えて、第２無線通信装置１３固有の発光色で第２発光部３１を発光さ
せる発光制御部３３と、アンテナ３０を介した無線通信を行う無線通信部３４とを有して
いる。
【００３６】
　発光制御部３３は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、他の第２無線通信装置１
３の第２発光部３１とは異なるように予め設定された発光色で第２発光部３１を発光させ
るようになっている。
【００３７】
　無線通信部３４は、ＵＷＢ方式を採用したワイヤレスＵＳＢ規格に準拠した無線通信モ
ジュールおよびＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、例えば、アンテナ３０を介して
受信された高周波信号をベースバンド信号にダウンコンバートし、ベースバンド信号から
得られるビデオ信号をＶＧＡ端子３２から出力するようになっている。
【００３８】
　また、無線通信部３４は、第２無線通信装置１３に割り当てられたＣＤＩＤを含むビー
コンフレームを送信することにより、第１無線通信装置１１との間でＣＫを照合すること
でＣＣを共有することにより、ペアリングを行うようになっている。
【００３９】
　以上のように構成された無線通信システム１のペアリング動作について図４および図５
を参照して説明する。図４は、第１無線通信装置１１のペアリング動作を示す。なお、図
４に示す第１無線通信装置１１のペアリング動作は、定期的に実行される第１無線通信装
置１１の動作の１つとして繰り返し実行される。
【００４０】
　まず、第２無線通信装置１３から送信されているビーコンフレームに基づいて、起動さ
れている第２無線通信装置１３が発光制御部２６によって検出される（ステップＳ１）。
次に、検出された第２無線通信装置１３の第２発光部３１と同一な発光色で第１発光部２
２が一定時間間隔で順次発光する（ステップＳ２）。
【００４１】
　より詳細には、検出された第２無線通信装置１３との間で定められたＣＣに発光状態記
憶部２５で対応付けられている各発光色で第１発光部２２が一定時間間隔で順次発光する
よう発光制御部２６によって制御される。
【００４２】
　ここで、選択ボタン２１が押下されると（ステップＳ３）、選択ボタン２１が押下され
たときの第１発光部２２と同一な発光色で発光している第２発光部３１を有する第２無線
通信装置１３とのペアリングがペアリング部２７によって行われる（ステップＳ４）。
【００４３】
　より詳細には、選択ボタン２１が押下されたときの第１発光部２２の発光色と同一な発
光色に発光状態記憶部２５で対応付けられているＣＣに含まれるＣＤＩＤが割り当てられ
た第２無線通信装置１３とのペアリングがペアリング部２７によって行われる。
【００４４】
　このように、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とのペアリングが完了する
と、第１無線通信装置１１は、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３との間で共
有されたＣＣに基づいて、第２無線通信装置１３と接続することが可能となる。
【００４５】
　また、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とが接続されると、ホストＰＣ１
０からＶＧＡ端子２３を介して入力されたビデオ信号を含むベースバンド信号が無線通信
部２４によって高周波信号にアップコンバートされ、アンテナ２０を介して第２無線通信
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装置１３に送信される。
【００４６】
　図５は、第２無線通信装置１３のペアリング動作を示す。なお、図５に示す第２無線通
信装置１３のペアリング動作は、定期的に実行される第２無線通信装置１３の動作の１つ
として繰り返し実行される。
【００４７】
　まず、第２発光部３１が、予め定められた発光色で発光するよう発光制御部３３によっ
て制御される（ステップＳ１１）。また、第２無線通信装置１３に割り当てられたＣＤＩ
Ｄを含むビーコンフレームが無線通信部３４によって送信される（ステップＳ１２）。
【００４８】
　この、ビーコンフレームの送信によって第１無線通信装置１１との間でペアリングが行
われると、上述したように、第１無線通信装置１１は、第１無線通信装置１１と第２無線
通信装置１３との間で共有されたＣＣに基づいて、第２無線通信装置１３と接続すること
が可能となる。
【００４９】
　また、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とが接続されると、アンテナ３０
を介して受信された高周波信号が無線通信部３４によってベースバンド信号にダウンコン
バートされ、ベースバンド信号から得られるビデオ信号がＶＧＡ端子３２から出力される
。
【００５０】
　ＶＧＡ端子３２から出力されたビデオ信号は、プロジェクタ１２に入力され、このビデ
オ信号に基づいた映像がプロジェクタ１２によってスクリーン等の投影対象物に投影され
る。
【００５１】
　以上に説明したように、本発明の第１の実施の形態に係る無線通信システム１は、第１
無線通信装置１１および第２無線通信装置１３にそれぞれ設けられた第１発光部２２およ
び第２発光部３１の発光状態が同一であるときに選択ボタン２１が押下された場合に、第
１無線通信装置１１と当該第２無線通信装置１３とのペアリングを行うため、第１無線通
信装置１１と第２無線通信装置１３とのペアリングを低コストで容易に行わせることがで
きる。
【００５２】
　すなわち、ユーザが、第１無線通信装置１１および第２無線通信装置１３にそれぞれ設
けられた第１発光部２２および第２発光部３１の発光状態を視認により比較して選択ボタ
ン２１を押下するだけで、ホストＰＣ１０と無線で接続させるプロジェクタが変更される
ため、本発明の実施の形態に係る無線通信システム１は、ホストＰＣ１０と無線で接続さ
せるプロジェクタを容易に変更させることができる。
【００５３】
　また、本発明の実施の形態に係る無線通信システム１は、第１無線通信装置１１および
第２無線通信装置１３に表示部やキーボード装置を設ける必要がないため、安価に構成す
ることができる。
【００５４】
　なお、本発明の実施の形態において、本発明に係るビデオ信号出力装置をホストＰＣ１
０のように一般的なパーソナルコンピュータによって構成した例について説明したが、本
発明に係るビデオ信号出力装置は、ビデオプレーヤ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）
プレーヤ、ブルーレイディスクプレーヤ、フォトフレームおよび携帯電話等のようにビデ
オ信号を出力できるその他の装置によって構成してもよい。
【００５５】
　また、本発明の実施の形態において、本発明に係るビデオ信号出力装置をプロジェクタ
１２のように一般的なプロジェクタによって構成した例について説明したが、本発明に係
るビデオ信号入力装置は、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイおよび有機ＥＬ（El
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ectro-Luminescence）ディスプレイ等のように入力されたビデオ信号に基づいて画像を表
示するその他の装置によって構成してもよい。
【００５６】
　また、本発明の実施の形態において、ホストＰＣ１０および第１無線通信装置１１は、
ＶＧＡ端子をそれぞれ有し、ＶＧＡケーブルを介して相互に接続されているものとして説
明したが、本発明において、ホストＰＣ１０および第１無線通信装置１１は、ＤＶＩ（Di
gital Visual Interface）端子、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）端
子およびＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ等のビデオ信号を出力できるその他の端子を共通に有し
、当該端子に適合したケーブルを介して相互に接続されていてもよい。
【００５７】
　また、本発明の実施の形態において、プロジェクタ１２および第２無線通信装置１３は
、ＶＧＡ端子をそれぞれ有し、ＶＧＡケーブルを介して相互に接続されているものとして
説明したが、本発明において、プロジェクタ１２および第２無線通信装置１３は、ＤＶＩ
（Digital Visual Interface）端子、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface
）端子およびＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ等のビデオ信号を出力できるその他の端子を有し、
当該端子に適合したケーブルを介して相互に接続されていてもよい。
【００５８】
　また、本発明の実施の形態において、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３と
がＵＷＢ方式を採用したワイヤレスＵＳＢ規格に準拠して無線通信を行う例について説明
したが、本発明において、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とは、無線ＬＡ
Ｎ（Local Area Network）規格等のその他の無線通信規格に準拠して無線通信を行うよう
にしてもよい。
【００５９】
　例えば、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とが、無線ＬＡＮ規格に準拠し
て無線通信を行う場合には、発光状態記憶部２５には、第２無線通信装置１３のＳＳＩＤ
（Service Set Identifier）と、第２無線通信装置１３の第２発光部３１の発光状態とが
対応付けられて記憶されるようにする。
【００６０】
　また、第１無線通信装置１１と第２無線通信装置１３とが、その他の無線通信規格に準
拠して無線通信を行う場合には、発光状態記憶部２５には、第２無線通信装置１３のＭＡ
Ｃ（Media Access Control）アドレスと、第２無線通信装置１３の第２発光部３１の発光
状態とが対応付けられて記憶されるようにしてもよい。
【００６１】
　また、本発明の実施の形態において、第１無線通信装置１１の第１発光部２２は、異な
る色で発光する複数のＬＥＤによって構成され、第２無線通信装置１３の第２発光部３１
は、異なる色で発光する複数のＬＥＤによって構成され、発光状態が発光色を表すことと
して説明した。
【００６２】
　しかしながら、本発明においては、第１無線通信装置１１が複数の第１発光部を備え、
第２無線通信装置１３が複数の第２発光部を備え、発光状態が発光数を表すようにしても
よい。
【００６３】
　例えば、図６に示すように、第１無線通信装置１１が第１発光部２２ａ、２２ｂを備え
、第２無線通信装置１３ａが第２発光部３１ａ、３１ｂを備え、第２無線通信装置１３ｂ
が第２発光部３１ａ、３１ｂを備え、第２無線通信装置１３ａの発光数を１とした場合に
は、発光制御部３３は、第２発光部３１ａのみを発光させ、第２無線通信装置１３ｂの発
光数を２として定めた場合には、発光制御部３３は、第２発光部３１ａ、３１ｂの双方を
発光させる。
【００６４】
　なお、第１無線通信装置１１が複数の第１発光部を備え、第２無線通信装置１３が複数
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の第２発光部を備える場合には、第１無線通信装置１１が備える第１発光部と、第２無線
通信装置１３が備える第２発光部とは、同数であれば、それらの数は限定されない。
【００６５】
　また、第１無線通信装置１１が複数の第１発光部を備え、第２無線通信装置１３が複数
の第２発光部を備え、発光状態が発光色と発光数との組み合わせを表すようにしてもよい
。
【００６６】
　また、本発明においては、第１無線通信装置１１のＶＧＡ端子２３と無線通信部２４と
の間に、ＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）方式やＭＰＥＧ（Moving Pictu
re Experts Group）方式に代表される任意のフォーマットにビデオ信号を圧縮する圧縮部
を設け、第２無線通信装置１３のＶＧＡ端子３２と無線通信部３４との間に、圧縮された
ビデオ信号を伸長する伸長部を設けるようにしてもよい。
【００６７】
　この場合には、第１無線通信装置１１に設けられる圧縮部および第２無線通信装置１３
に設けられる伸長部は、ＣＰＵやＤＳＰ（Digital Signal Processing）等のプロセッサ
によって構成されてもよく、集積回路等のハードウェア回路によって構成されてもよい。
【００６８】
　（第２の実施の形態）
　以下、本発明の第２の実施の形態について説明する。なお、本発明の第２の実施の形態
に係る無線通信システムは、本発明の第１の実施の形態に係る無線通信システム１に対し
て、第１無線通信装置１１に代えて、第１無線通信装置４１が設けられ、第２無線通信装
置１３に代えて、第２無線通信装置４２が設けられる。
【００６９】
　図７に示すように、第１無線通信装置４１は、本発明の第１の実施の形態における第１
無線通信装置１１を構成するアンテナ２０と、選択ボタン２１と、第１発光部２２と、Ｖ
ＧＡ端子２３と、無線通信部２４と、発光状態記憶部２５と、発光制御部２６と、ペアリ
ング部２７とに加えて、第２無線通信装置４２に対応する発光状態を第２無線通信装置４
２から送信された発光状態情報に基づいて発光状態記憶部２５に登録する発光状態登録部
２８を備えている。
【００７０】
　なお、本実施の形態においては、発光状態記憶部２５には、第２無線通信装置４２との
間で定められたＣＣが記憶されているが、ＣＣに対応する第２発光部３１の発光状態が初
期状態においては記憶されていない。
【００７１】
　前述したＭＡＣ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎで規格化されているビーコンフレームに
は、予め決められた制御用情報の他にアプリケーション用のデータを付加することができ
る。後述するように、第２無線通信装置４２は、第２発光部３１の発光状態を表す発光状
態情報をビーコンフレームに付加するようになっている。
【００７２】
　発光状態登録部２８は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、第２無線通信装置４
２から送信された発光状態情報に基づいて、第２無線通信装置４２に対応する発光状態を
発光状態記憶部２５に登録するようになっている。
【００７３】
　図８に示すように、第２無線通信装置４２は、本発明の第１の実施の形態における第２
無線通信装置４２を構成するアンテナ３０と、第２発光部３１と、ＶＧＡ端子３２と、発
光制御部３３と、無線通信部３４とに加えて、第２発光部３１の発光状態を決定する発光
状態決定部３５と、発光状態決定部３５によって決定された発光状態を表す発光状態情報
を送信する発光状態情報送信部３６とを備えている。
【００７４】
　発光状態決定部３５は、ロータリースイッチ等のコントローラによって構成された操作
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部を有し、操作部によって選択された発光状態を第２発光部３１の発光状態として発光色
を決定するようになっている。
【００７５】
　発光状態情報送信部３６は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、発光状態決定部
３５によって決定された発光状態を表す発光状態情報を無線通信部３４を介して送信する
ようになっている。
【００７６】
　具体的には、発光状態情報送信部３６は、前述したように、発光状態決定部３５によっ
て決定された発光状態を表す発光状態情報をビーコンフレームに付加することにより、発
光状態情報を無線通信部３４を介して送信するようになっている。
【００７７】
　以上のように構成された無線通信システムのペアリング動作について図９および図１０
を参照して説明する。図９は、第１無線通信装置４１のペアリング動作を示す。なお、図
９に示す第１無線通信装置４１のペアリング動作は、定期的に実行される第１無線通信装
置４１の動作の１つとして繰り返し実行される。
【００７８】
　まず、第２無線通信装置４２から送信されているビーコンフレームに基づいて、起動さ
れている第２無線通信装置４２が発光制御部２６によって検出される（ステップＳ３１）
。
【００７９】
　また、第２無線通信装置４２から送信されているビーコンフレームに含まれる発光状態
情報に基づいて、第２無線通信装置４２に対応する発光状態が発光状態登録部２８によっ
て発光状態記憶部２５にＣＣに対応付けられて登録される（ステップＳ３２）。
【００８０】
　次に、検出された第２無線通信装置４２の第２発光部３１と同一な発光色で第１発光部
２２が一定時間間隔で順次発光する（ステップＳ３３）。より詳細には、検出された第２
無線通信装置４２との間で定められたＣＣに発光状態記憶部２５で対応付けられている各
発光色で第１発光部２２が一定時間間隔で順次発光するよう発光制御部２６によって制御
される。
【００８１】
　ここで、選択ボタン２１が押下されると（ステップＳ３４）、選択ボタン２１が押下さ
れたときの第１発光部２２と同一な発光色で発光している第２発光部３１を有する第２無
線通信装置４２とのペアリングがペアリング部２７によって行われる（ステップＳ３５）
。
【００８２】
　より詳細には、選択ボタン２１が押下されたときの第１発光部２２の発光色と同一な発
光色に発光状態記憶部２５で対応付けられているＣＣに含まれるＣＤＩＤが割り当てられ
た第２無線通信装置４２とのペアリングがペアリング部２７によって行われる。
【００８３】
　このように、第１無線通信装置４１と第２無線通信装置４２とのペアリングが完了する
と、第１無線通信装置４１は、第１無線通信装置４１と第２無線通信装置４２との間で共
有されたＣＣに基づいて、第２無線通信装置４２と接続することが可能となる。
【００８４】
　また、第１無線通信装置４１と第２無線通信装置４２とが接続されると、ホストＰＣ１
０からＶＧＡ端子２３を介して入力されたビデオ信号を含むベースバンド信号が無線通信
部２４によって高周波信号にアップコンバートされ、アンテナ２０を介して第２無線通信
装置４２に送信される。
【００８５】
　図１０は、第２無線通信装置４２のペアリング動作を示す。なお、図１０に示す第２無
線通信装置４２のペアリング動作は、定期的に実行される第２無線通信装置４２の動作の
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１つとして繰り返し実行される。
【００８６】
　まず、第２発光部３１が、発光状態決定部３５によって決定された発光色で発光するよ
う発光制御部３３によって制御される（ステップＳ４１）。また、第２無線通信装置４２
に割り当てられたＣＤＩＤと、発光状態決定部３５によって決定された発光色を表す発光
状態情報とを含むビーコンフレームが無線通信部３４によって送信される（ステップＳ４
２）。
【００８７】
　この、ビーコンフレームの送信によって第１無線通信装置４１との間でペアリングが行
われると、前述したように、第１無線通信装置４１は、第１無線通信装置４１と第２無線
通信装置４２との間で共有されたＣＣに基づいて、第２無線通信装置４２と接続すること
が可能となる。
【００８８】
　また、第１無線通信装置４１と第２無線通信装置４２とが接続されると、アンテナ３０
を介して受信された高周波信号が無線通信部３４によってベースバンド信号にダウンコン
バートされ、ベースバンド信号から得られるビデオ信号がＶＧＡ端子３２から出力される
。
【００８９】
　ＶＧＡ端子３２から出力されたビデオ信号は、プロジェクタ１２に入力され、このビデ
オ信号に基づいた映像がプロジェクタ１２によってスクリーン等の投影対象物に投影され
る。
【００９０】
　以上に説明したように、本発明の第２の実施の形態に係る無線通信システムは、本発明
の第１の実施の形態に係る無線通信システム１が有する効果に加えて、第２無線通信装置
４２の第２発光部３１の発光状態を選択させることができるため、第２無線通信装置４２
の増設等によるシステム構成の変化に柔軟に適応することができる。
【００９１】
　（第３の実施の形態）
　以下、本発明の第３の実施の形態について説明する。なお、本発明の第２の実施の形態
に係る無線通信システムは、本発明の第２の実施の形態に係る無線通信システムに対して
、第２無線通信装置４２に代えて、第２無線通信装置５２が設けられる。
【００９２】
　また、本発明の第３の実施の形態における第２無線通信装置５２は、本発明の第２の実
施の形態における第２無線通信装置４２に対して、発光状態決定部３５に代えて、発光状
態決定部３８を備えている。
【００９３】
　すなわち、図１１に示すように、第２無線通信装置５２は、本発明の第２の実施の形態
における第２無線通信装置４２を構成するアンテナ３０と、第２発光部３１と、ＶＧＡ端
子３２と、発光制御部３３と、発光状態情報送信部３６とに加えて、発光状態決定部３８
を備えている。
【００９４】
　発光状態決定部３８は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、他の第２無線通信装
置によって送信された発光状態情報に基づいて、他の第２無線通信装置とは異なる発光状
態を第２発光部３１の発光状態として決定するようになっている。
【００９５】
　具体的には、発光状態決定部３８は、他の第２無線通信装置によって送信され、無線通
信部３４に受信されたビーコンフレームに含まれる発光状態情報に基づいて、他の第２無
線通信装置の第２発光部の発光色を検出し、検出した発光色と異なる発光色を第２発光部
３１の発光状態として決定するようになっている。
【００９６】
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　以上のように構成された無線通信システムのペアリング動作については、本発明の第２
の実施の形態において、図９および図１０を参照して説明したペアリング動作と同一であ
るため、説明を省略する。
【００９７】
　以上に説明したように、本発明の第３の実施の形態に係る無線通信システムは、本発明
の第２の実施の形態に係る無線通信システムが有する効果に加えて、他の第２無線通信装
置の第２発光部の発光色と異なる発光色を第２発光部３１の発光状態として決定するため
、第２発光部３１の発光色を他の第２無線通信装置の第２発光部の発光色と異なるように
設定するためにかかる手間を省くことができる。
【符号の説明】
【００９８】
　１　無線通信システム
　１０　ホストＰＣ
　１１、４１　第１無線通信装置
　１２、１２ａ、１２ｂ　プロジェクタ
　１３、１３ａ、１３ｂ、４２、５２　第２無線通信装置
　２０　アンテナ
　２１　選択ボタン
　２２、２２ａ、２２ｂ　第１発光部
　２３、３２　ＶＧＡ端子
　２４、３４　無線通信部
　２５　発光状態記憶部
　２６、３３　発光制御部
　２７　ペアリング部
　３０　アンテナ
　３１、３１ａ、３１ｂ　第２発光部
　３５、３８　発光状態決定部
　３６　発光状態情報送信部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９９】
【特許文献１】特開２００８－２７１２６５号公報
【非特許文献】
【０１００】
【非特許文献１】WiMedia Alliance、"MAC Specification: RELEASE 1.5"、［online］、
Ｄｅｃｅｍｂｅｒ １，２００９、［平成２４年２月２３日検索］、インターネット＜Ｕ
ＲＬ：http://www.wimedia.org/en/docs/091819r01aWM_BOD-only-Specification_1.5.pdf
＞
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